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0.63
地方税などの財政収入額を、各種事業に必要な財

政需要額で割った数値。数字が大きいほど財源に余
裕があることになります。この指数が「１」以上だと、
〝裕福

〝
な自治体とみなされ、国から地方交付税が

交付されなくなります。
東北６県の県庁所在地の中で秋田市は、残念なが

ら最下位です。市では、企業誘致により雇用増をは
かるなど、税収の増につながる取り組みを続けてい
きます。

市の財政構造の弾力性を測定する比率で、人件
費や扶助費、公債費など経常的に支出する経費の
割合を表しています。80％を超えると、投資的事
業にあてる自由なお金がなくなり、財政が硬直化
傾向にあると言われています。
今後、財政構造の硬直化を招かないよう対策を

講じながら、健全財政の維持に努めます。

歳入の一般財源（使いみちが自由なお金）におけ
る公債費の割合。10％以下が望ましいとされていま
す。
公債費比率は、全国的に上昇する傾向にありま

す。市では、市債発行の抑制、繰り上げ償還の実
施などで改善に努めており、東北６県では、比較
的良好な数字を保っています。

秋田市の財政事情

財政力指数

青森市 0.630
盛岡市 0.732 仙台市 0.815
山形市 0.738 福島市 0.738

秋田市の財政がどのような状況あるのか、
財政の健全性を表す「財政指標」で見ましょう。

３つの数字が教えてくれる 16.8%
公債費比率

86.0%
経常収支比率

青森市 21.1％　盛岡市 21.2％
仙台市 24.5％　山形市 19.7％
福島市 18.7％

青森市 91.7% 盛岡市 90.7%
仙台市 93.3% 山形市 85.5%
福島市 87.9%

●一般会計

一般会計は、福祉や都市基盤の整備、教育など市
の一般的な事業に使われる経費のことです。
歳入から歳出を差し引いた残り14億3,652万４千円

から平成17年度に繰り越した事業のための財源であ
る7,910万５千円を除いた、13億5,741万９千円の黒字
になりました。

秋秋
田田
市市
のの
財財
政政
状状
況況
がが
分分
かか
るる

平平
成成
1166
年年
度度
決決
算算
報報
告告

歳入1,202億866万１千円

み
な
さ
ん
が
納
め
た
税
金
、
国
か
ら
く
る
お
金
な
ど
が
、
市

に
ど
の
く
ら
い
入
っ
て
き
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
使
わ
れ
た

の
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
決
算
は
、
平
成
16
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
17
年

１
月
10
日
ま
で
の
旧
秋
田
市
分
と
、
合
併
し
た
１
月
11
日
か
ら

３
月
31
日
ま
で
の
新
秋
田
市
分
を
合
算
し
た
も
の
で
す
。

６
・
７
ペ
ー
ジ
に
は
貸
借
対
照
表

財政の健全性を保ちました

市　税
407億2,958万1千円

(33.9％)

198億2,660万円
(16.5％)

149億5,307万5千円
(12.4％)

76億801万7千円(6.3％)

73億7,361万9千円
(6.1％)

29億7,569万円(2.5％)

23億2,298万6千円(1.9％)

57億249万6千円(4.8％)

地方交付税
187億1,659万7千円
(15.6％)

市債

国庫支出金

諸収入

地方譲与税・交付金

県支出金

使用料及び手数料

その他



目
的
別
歳
出

●
民
生
費
…
身
体
・
知
的
障
害
者
や
高
齢
者

の
施
設
、
保
育
所
な
ど
の
整
備
、
高
齢
者

専
用
バ
ス
回
数
券
の
交
付
、
福
祉
医
療
費

の
給
付
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

●
土
木
費
…
道
路
や
公
園
の
整
備
、
市
営
住

宅
の
建
設
な
ど
に
使
い

ま
し
た
。

●
衛
生
費
…
基
本
健
康

診
査
や
各
種
検
診
、
ポ

リ
オ
や
高
齢
者
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
予
防

接
種
、自
然
環
境
調
査
、

家
庭
ご
み
の
収
集
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

●
総
務
費
…
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、
町
内

会
へ
の
助
成
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

●
教
育
費
…
日
新
小
学
校
と
山
王
中
学
校
の

増
改
築
、
幼
稚
園
へ
の
補
助
、
公
民
館
や

図
書
館
な
ど
で
の
各
種
講
座
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

●
労
働
費
・
農
林
水
産
業
費
・
商
工
費
…
中

小
企
業
へ
の
融
資
あ
っ
せ
ん
、
求
職
中
の

か
た
へ
の
技
能
講
習
、
農
道
・
林
道
整
備
、

台
風
15
号
で
被
害
を
受
け
た
農
家
へ
の
支

援
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

●
議
会
費
…
議
会
の
運
営
、
選
挙
、
統
計
調

査
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

16年度一般会計の
おもな使いみち

土地区画整理会計
市 有 林 会 計
市 営 墓 地 会 計
中央卸売市場会計
農業集落排水会計
大森山動物園会計
廃棄物発電会計
国民健康保険事業会計
老人保健医療事業会計
母子寡婦福祉資金貸付事業会計
介護保険事業会計

合　　　計

16億3,113万3千円

2億342万5千円

5,699万6千円

6億6,384万2千円

11億2,864万3千円

4億364万1千円

1億5,801万4千円

229億5,706万7千円

306億9,085万6千円

1億89万8千円

154億134万2千円

733億9,585万7千円

14億4,772万6千円

1億8,595万 円

5,505万4千円

6億4,350万6千円

11億1,141万7千円

3億9,991万9千円

1億4,979万9千円

229億2,592万9千円

304億7,180万5千円

8,170万 円

149億7,989万　 円

724億5,269万5千円

1億8,340万7千円

1,747万5千円

194万2千円

2,033万6千円

1,722万6千円

372万2千円

821万5千円

3,113万8千円

2億1,905万1千円

1,919万8千円

4億2,145万2千円

9億4,316万2千円

歳入決算額
(Ａ)

歳出決算額
(Ｂ)

差 引 額
(Ａ)－(Ｂ)会 計 別

●特別会計
特別会計は、介護保険や国民健康保険など特定

の事業を行う場合、その収入を支出に充てるため、
一般会計と区別している会計のことです。

歳出1,187億7,213万７千円

性
質
別
歳
出

民生費
278億6,102万5千円
(23.5％)

土木費
204億2,679万9千円

(17.2％)

衛生費
84億3,188万6千円(7.1％)

公債費
215億4,844万2千円

(18.1％)教育費
136億3,645万5千円

(11.5％)

総務費
135億8,111万6千円

(11.4％)

労働費・農林水産業費・商工費
84億217万6千円(7.1％)

消防費・災害復旧費・諸支出金
41億7,002万8千円(3.5％)

人件費
(市職員の給与など)
216億7,784万6千円
(18.3％)

扶助費(生活困窮者、身体障害
者への生活維持費など)
182億536万2千円(15.3％)

物件費・維持補修費
(需用費、旅費、備品購入費など)
154億8,819万1千円(13.0％)

公債費
(市債の返済経費)
215億4,844万2千円
(18.1％)

補助費等
(負担金、補助金など)
108億7,188万5千円(9.2％)

投資的経費
(施設や道路などを建設する経費)
151億8,409万3千円(12.8％)

繰出金
(特別会計へ支出される経費)
73億7,922万2千円(6.2％)

その他 84億1,709万6千円(7.1％)

議会費
7億1,421万円(0.6％)

旧河辺町と
旧雄和町の決算
旧河辺町・雄和町の平成16年度会計

は、合併のため、平成17年１月10日を
もって終了しており、一般会計と特別
会計を合わせた歳入歳出決算額は下記
のとおりです。

歳入 76億4,567万3千円旧
河
辺
町 差引　 △8,807万9千円

歳出 77億3,375万2千円

歳入 69億1,060万1千円旧
雄
和
町 差引 15億4,994万 円

歳出 53億6,066万1千円

保
戸
野
地
区
コ
ミ
セ
ン

広報あきた　２月16日号05
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四
〜
五
ペ
ー
ジ
と
右
の
公
営
企
業
の
決
算
報
告

は
、
一
年
間
の
会
計
年
度
に
区
切
っ
て
、
お
金
の
出

入
り
を
記
録
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
方
式
で
は
、
長

期
に
わ
た
っ
て
私
た
ち
の
秋
田
市
に
蓄
積
さ
れ
た
資

産
や
負
債(

借
金)

が
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
は
、
わ

か
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
秋
田
市
が
現
在
、
道
路
や
公
園
、
教
育

施
設
、
ご
み
処
理
施
設
、
市
営
住
宅
、
保
育
所
、
消

防
施
設
な
ど
の
財
産
を
ど
の
く
ら
い
持
っ
て
い
て
、

同
時
に
将
来
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
負
債
が
ど

の
く
ら
い
あ
る
か
を
示
し
た
資
料
が
、
左
の
貸
借
対

照
表(

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト)

で
す
。

こ
こ
に
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
の
秋
田
市
の
「
資
産
」
が
ど
れ
く
ら
い

あ
り
、
ま
た
そ
の
資
産
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
に
支
払

い
の
済
ん
で
い
る
お
金
「
正
味
資
産
」
と
、
こ
れ
か

ら
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
お
金
「
負
債
」
が
ど

れ
く
ら
い
あ
る
の
か
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
地
方
公
共
団
体
の
活
動
目
的
は
住
民
福
祉
の

増
進
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
利
益
」
と
い
う
概
念
を
持
っ

て
い
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
貸
借
対
照
表
は

「
収
益
性
」
よ
り
も
「
安
全
性
」
や
世
代
間
負
担
の
「
公

平
性
」
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
視
点
に
立
っ
て
作
成
さ

れ
て
い
ま
す(

総
務
省
方
式)

。

例
え
ば
、
一
般
家
庭
で
、
現
金

と
銀
行
か
ら
借
り
た
お
金
で
車
を

買
っ
た
と
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、

資
産(

車)

が
残
り
、
同
時
に
銀
行

か
ら
借
り
た
負
債(

借
金)

と
、
現

金
で
支
払
っ
た
分
の
正
味
資
産
が

発
生
し
ま
す
。

資
産
・
負
債
・
正
味
資
産
の
三

つ
の
状
態
を
表
し
た
の
が
貸
借
対

照
表
で
す
。
左
側(

借
方)

と
右
側

(

貸
方)

は
、
必
ず
同
じ
金
額
に
な

る
の
で
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
呼

ば
れ
ま
す
。

貸
借
対
照
表
っ
て

な
に
？

市
立
病
院

90億3,048万7千円
91億2,871万2千円
△ 9,822万5千円
28億8,565万6千円
4億7,372万1千円
7億7,502万 円
△ 3億129万9千円

損益勘定留保資金など
3億129万9千円

収　入
支　出
差　引

累積欠損金
収　入
支　出
差　引
補てん
財　源

資
本
的
収
支

収
　
支

収
益
的

11億4,736万2千円
9億1,301万2千円
2億4,435万　 円
18億5,977万5千円

－
－
－

－

収　入
支　出
差　引

累積欠損金
収　入
支　出
差　引
補てん
財　源

資
本
的
収
支

収
　
支

収
益
的

※資本的収支には消費税を含みます

医療に対する市民のニーズに応
えるため、高度医療機器の整備と
診療体制の充実に努めました。

民間事業者に一部路線を移管し、
事業規模の縮小による効率化や職
員の接遇向上に取り組みました。

●収益的収支…その年度の企業の経営活動
で発生した収益(収入)と、その収入を得る
ためにかかった費用(支出)のこと。収入は
サービス提供の対価としての料金収入が主
体で、支出はサービス提供に要する人件費、
光熱水費、減価償却費などです。
●資本的収支…支出には、住民に対するサ
ービスの提供を維持したり、将来の利用増
に対応し経営規模を拡大したりする建設改
良費や、企業債(借入金)の元金償還金など、
収入には、資産の取得などに要する資金で
ある企業債(借入金)や国からの補助金など
を計上します。
●損益勘定留保資金…収益的収支の支出に
計上される減価償却費など現金支出を伴わ
ない費用は、企業内部に留保された形の資
金となります。これを費用化して、資本的
収支の資金不足に充当する補てん財源の一
部にすることができます。

※下表の市立病院・交通局のほか、上下水道局も
公営企業会計を採用しており、決算は昨年の広報
あきた９月１日号でお知らせしています。

交
通
局

企業決算では、営業面から
見た収支を「収益的収支」、設

備など所有財産の面からみた収支を「資本的収支」
としています。
公営企業の経営は、市民ニーズを満たしながら、
収益的収支に大きな赤字が出ないような経営が望
ましいといえます。

用
語
解
説

市
立
秋
田
総
合
病
院

●公営企業
秋
田
市
の
財
産
と
借
金
を
お
知
ら
せ
し
ま
す



流動負債
(１)翌年度償還予定額 122億3,917万円

(２)翌年度繰上充用金　　　　　 0円
流動負債合計 122億3,917万円

有形固定資産

(１)総務費　　 115億2,855万6千円
(２)民生費　 92億6,338万 円
(３)衛生費 318億7,608万6千円
(４)労働費 35億 285万6千円
(５)農林水産業費 107億1,389万7千円
(６)商工費 62億 202万3千円
(７)土木費 1,770億 471万6千円
(８)消防費 52億2,131万 円
(９)教育費 1,107億9,070万3千円
(10)その他　　 5,138万9千円

有形固定資産合計 3,661億5,491万6千円
(うち土地 933億9,149万3千円)

投資等
(１)投資及び出資金 116億8,617万9千円
(２)貸付金　　　　 16億7,029万3千円

(３)基金　　　 146億5,280万5千円
①特定目的基金 111億4,880万5千円

②土地開発基金 35億円

③定額運用基金　400万円
投資合計　 280億927万7千円

流動資産
(１)現金・預金　 93億1,056万8千円
①財政調整基金 38億7,469万7千円
②減債基金　　 37億8,451万3千円
③歳計現金　　　 16億5,135万8千円

(２)未収金　　　 41億7,041万2千円
①地方税　29億5,003万1千円
②その他 12億2,038万1千円

流動資産合計 134億8,098万円

車(資産)

借金(負債)

現
金(

正
味
資
産)

借方 貸方

道路、学校、
消防車など(資産)

市債など(負債)

市税など
(正味資産)

借方 貸方

100万円

40万円

60
万
円

100万円＝40万円＋ 60万円
資産

4,076億円＝1,673億円＋2,403億円

4,076億円
1,673億円

2,403億円

負債 正味資産 資産 負債 正味資産

平成17年３月31日現在

資産の部 …将来の世代に残る財産や権利など

…各種団体への出資金など

…返済期限が来て
いない貸付金

…庁舎建設基金など、特定の目的のために資金を積み立てているもの

…円滑な事業執行のため、公用・公共用の土地を先行して
取得するための基金

…１年以内に現金化することが可能な資産など

…長期間にわたって行政サービスを提供するた
めに使用される土地、建物、機械などの資産

市庁舎など

保育所、デイサービスセンターなど

保健所、総合環境センターなど

労働者福祉施設など

農林道など

観光施設など

道路、公園、市営住宅など

消防庁舎、特殊車両など

小中学校、公民館など

…市債の返済の
ための積立金

秋田市の貸借対照表(バランスシート)

資産合計　4,076億4,517万3千円

固定負債
(１)地方債　　　　1,421億595万5千円

(２)債務負担行為　　　　　　　　 0円
①物件の購入等　　　　　0円

②債務保証又は損失補償　0円

(３)退職給与引当金　129億4,839万1千円

固定負債合計 1,550億5,434万6千円

負債の部

正味資産の部

…今後支払いや返済が必要となる、
将来の世代が負担する借金

…資産形成のため調達した資金で返済の必要が
ない金額

…市の借金(市債)の残高のうち翌々年度以降
に返済が必要となる元金の金額

…年度末に在職する全職員が普通退職したと
想定した場合の退職金の推計値

…市債の借入残高のうち翌年度に返済が必要と
なる元金の金額

負債・正味資産合計　4,076億4,517万3千円

合計 1,672億9,351万6千円

合計2,403億5,165万7千円

借 方 … 昭和44年以降
市がつくったさまざまな資産

国庫支出金 710億4,893万2千円　

県支出金 87億8,625万7千円

一般財源等 1,605億1,646万8千円
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貸 方 …
昭和44年以降資産をつくるために
市が調達した資金
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